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１．はじめに 

２．「スマート裁判所」について 

 中国では自動運転やロボット分野をはじめ、各業界においてAI

の活用が飛躍的に拡大しています。中国・工信部によると、中国

のAI企業は既に4,400社を上回り、企業の大多数は北京や長江デル

タ（上海とその周辺）、珠江デルタ（広州とその周辺）に集中して

いると言われ、産業界におけるAI活用は当然のことになっていま

す。 

 今回は、裁判所におけるAIの活用という新しい動きについて、新聞記事を参考にご紹

介いたします。  

 中国の最高裁判所にあたる最高人民法院が発表した評価報告書によりますと、2018年 

4月、全国の「スマート裁判所」がスタートしました。「スマート裁判所」とは、現代の

人工知能を用いて、司法裁判、訴訟管理を高度に情報化し、全業務のオンライン処理化

や、透明化、スマートサービス化を実現する裁判システムです。 

３．裁判所でのAI運用 

 江蘇省の高級裁判所では、AI技術の試験的な導入を開始しています。これにより、事

実情報、過去の裁判記録などに基づいて裁判文書を生成することが可能になり、70%程

度の完成度が見込めるそうです。 

 また、2023年下半期以降、蘇州市の中級裁判所では、各種係争の処理にAI技術を運用

しています。今後、より複雑な事件や作業へ運用を拡大していくことになります。 

 河北省の高級裁判所が開発した「智審システム」は、紙の案件資料をスキャンするこ

とで電子文書を自動的に生成し、裁判に関する証拠資料や関連情報を表示します。裁判

官が事件をクリックすると、当事者が起こした訴訟内容や裁判の段階を把握することが 
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でき、重複訴訟、悪意のある訴訟、または虚偽の訴訟の発生を最大限に避けることがで 

きます。裁判の発言内容をAIが自動音声入力で文書化することにより、文書作成の80% 

の負担をサポートすることができ、事務的作業量が30%削減可能になりました。 

 北京裁判所の次世代裁判知能支援システム「叡裁判官」は、裁判官が複雑な事件を審

理する際に、司法裁判データ、行為分析、法律論理の知能学習に基づいて、事件処理規

範、法律法規、類似事例などの情報を正確に分析し、紛争の争点に焦点を当て、裁判文

書を生成します。北京市の高級裁判所によると、刑事裁判で本システムを用いて事件を 

1,000件以上審理した結果、裁判官の迅速かつ正確な事件処理を可能にし、司法裁判の 

尺度統一に寄与したとのことです。 

 AIを活用し裁判官の判断をサポートすることで取扱件数は増加し、裁判調書を自動入

力化することにより書記官の作業量を減らすことが可能になりました。さらに、法廷で

の顔認識、裁判情報のデータ表示、証拠アップロード、被告席に設置されたワンタッチ

操作による身分証明、電子署名・捺印等が実現し、裁判の効率化に役立っています。 
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